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ゼオライトやメソ多孔質シリカなどに代表されるナノサイズで規定された骨格・細孔構造

を有するナノ多孔質材料は、触媒、触媒担体、吸着材、物質分離材、光機能素子、電子機能

素子など、規則性空間を巧みに利用した新規機能の発現への期待が高く、多方面で研究され

ている[1-5]。例えば、ナノ細孔空間の立体的な制約を利用することで、クラスターやナノ粒

子などの触媒活性金属を内包することができる。また、光化学反応場としての利用を考えた

場合、反応に必要な波長の光（〜200 nm 以上）を吸収することがなく、光化学的に不活性で

あるため、規定されたミクロ分子環境場を提供し光を透過する透明な分子反応容器（ホスト）

としての役割を発揮する。さらに、様々な官能基を有するシランカップリング剤や異種金属

種の導入により表面修飾が可能であり、メソポーラスシリカでは、その大きな細孔構造ゆえ、

ゲスト分子同士の相互作用を抑制しつつゼオライトには収容不可能な巨大分子をも内包する

ことができる。本稿では、ナノ細孔空間と触媒をキーワードとし、最近われわれの研究室で

取組んでいるナノ構造制御された新規触媒材料の設計・開発について紹介する。 
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